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地方自治体における生成AIの実証実験・導入状況等調査の概要 2

◼ 地方公共団体における生成AIの導入の進捗状況を把握するため、1,788の都道府県･市区町村に

対して、生成AI導入状況等に関するアンケート調査を実施。

◼ 総務省から省内の一斉・通知調査・照会システムを使用し、都道府県・市区町村の情報通信部局等

に対して照会。

◼ 本調査は令和５年度から実施しており、令和７年度は令和７年10月31日時点における導入状況

等を調査（調査時期：令和７年10月31日～同年11月28日）。

◼ 本アンケート調査については、1,788団体のうち、1,788団体（100％）から回答があった。

【留意事項】

■回答対象は以下のとおり。

・本資料のP3、P4、P8、P10、P11、P17における回答対象は全団体。

・本資料のP5、P6、P7、P9、P13、P14、P15、P16、P18、P19における回答対象は「導入済」「実証実験中」「導
入予定※」と回答した団体。

回答率は以下のとおり。

令和７年度において、「導入済」「実証実験中」「導入予定」と回答した団体（計1,323団体）のうち回答があった団体（1,244団体）（回答率94.0％）。

令和６年度において、「導入済」「実証実験中」 「導入予定」と回答した団体（計946団体）のうち回答があった団体（903団体）（回答率95.5％ ）。

令和５年度は、令和６年度以降の調査形式と異なるため、回答率の算出はできない。

※「導入予定」は調査上「導入検討中（導入予定あり）」としたもの。



自治体における生成AIの導入状況

⚫ 生成AIの導入済団体数の割合は、都道府県、指定都市で100%となった。その他の市区
町村は46％となり、実証中、導入予定、導入検討中を含めると約88%が生成AIの導入に
向けて取り組んでいる。
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[設問１] 生成 AI の導入（実証実験
も含む）状況 【公表項目（選択肢
１，２を選択した団体のみ）】 

【回答対象】全団体

※全団体からの回答を取りまとめたもの。
※割合は四捨五入しており、合計が100％にならないものがある。

各凡例のうち、調査時の選択肢と
異なるものは以下のとおり。
（「凡例←調査時の選択肢」の形
式で記載）
「実証中」←「実証実験中」
「導入予定」←「導入検討中（導
入予定あり）」
「導入検討中」←「導入(実証実
験も含む)予定はないが、首長レ
ベルで検討している」と「導入
(実証実験も含む）予定はないが、
幹部レベルで検討している」と
「導入(実証実験も含む)予定はな
いが、担当課レベルで検討してい
る」を合算したもの



自治体における生成AIの実証実験・導入状況

⚫ 生成AIを導入済の団体は、都道府県・指定都市で100%、その他の市区町村で45.6%と
なった。
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※全団体からの回答を取りまとめたもの。



自治体にお て導入して る生成AIの具体的 活用事例

⚫ 生成AIの活用事例は、回答の多い順に「あいさつ文案の作成」、「議事録の要約」、「議会
の想定問答の文案の作成」、「メール文案の作成」、「企画書案の作成」となった。

５
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[設問 28・29] 導入している
（実証実験・導入検討中（導入
予定あり）も含む）生成 AI の
具体的な活用事例（複数回答
可） 【公表項目】

【回答対象】
導入済、実証実験中、導

入検討中の団体



自治体における生成AIの導入効果

活用事例 導入効果 人口規模

あいさつ文案の作成
メール文案の作成

文章作成業務において、1か月あたり190時間かかってい
た業務が、1か月あたり51時間に削減（73％削減）

5.1万人

議会の想定問答の文
案作成

生成AIに過去答弁を反映（RAG）させたことで、深夜残
業等が減ったなど、業務効率化が図れている。150問を超
える質問のうち最大96%について、答弁案の作成や補足
資料の準備に生成AIを活用している。

5.8万人

計画案の作成
企画書案の作成

広報誌作成業務の特集テーマに関する情報収集や企画
書案の作成等において、年間換算で288時間程度の削
減（47％減）見込み。（1月あたり24時間の削減×12
か月＝288時間の削減見込み）

18.6万人

ローコードの作成
（マクロ、VBA等） 

生成AIを活用してマクロコードを自動生成した結果、累計
約4,250時間の業務削減が見込まれている。

9.4万人

データの分析・分類 データ分析作業について、２か月の実証実験期間で103
時間削減

17.5万人

⚫ 生成AIの導入効果として、活用事例の多い「あいさつ文案作成」「メール文案作成」等の文
章作成で月51時間（73%）の業務削減効果があったほか、ローコードの作成など各種活
用事例で効果があがっている。

６

選定観点
各項目で削減時間が大き
く、削減割合の記載があ
る事例を優先して選びま

した。

人口は2025年１月１日時
点

①滋賀県野洲市
②長野県諏訪市
③宮崎県日向市
④愛知県豊川市
⑤愛知県日進市
⑥千葉県習志野市

昨年度記載のあった画像
生成事例では十分な導入
効果を回答している自治
体が無く、データの分
析・分類を追加していま

す。

総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和７年10月31日現在）

【回答対象】
導入済、実証実験中、導

入検討中の団体

[設問 33] 生成 AI 導入により得ら

れた効果（業務削減時間）の活用
に関する補足 【公表項目】 

※「導入済」「実証中」「導入予定」と回答した団体を対象に調査し、回答があった各自治体からの主な例。



生成AI導入により得 れ 効果（業務削減時間）の活用方法

⚫ 生成AI導入により得られた効果（業務削減時間）の活用方法は、 「業務プロセス改善、
IT導入など内部事務の改善検討・実施」 が637件と最も多く、次いで「住民対応時間の
確保など住民サービスの向上」の回答が622件と多かった。

７

※本設問は令和６年度から調査を実施した。
※「導入済」「実証中」「導入予定」と回答した団体を対象に調査し、回答があった各自治体からの複数回答をとりまとめたもの。
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[設問 31・32] 生成 AI 導入によ
り得られた効果（業務削減時
間）の活用方法（複数回答可） 
【公表項目】

【回答対象】
導入済、実証実験中、導

入検討中の団体



生成AIの導入における課題

⚫ 生成AIの導入における課題は、回答の多い順に「AI生成物の正確性への懸念がある」 、 
「取り組むための人材がいない又は不足している」 、 「要機密情報流出の懸念がある」 と
なった。

８
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総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和７年10月31日現在）※全団体を対象に調査し、回答があった各自治体からの複数回答（３つ以内で複数回答可）をとりまとめたもの。
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【回答対象】全団体

[設問２・３] 生成 AI の導入
（実証実験も含む）における課
題（３つ以内で複数回答可） 
【公表項目】 



自治体にお て導入して る生成AIのサービス

⚫ 導入している生成AIのサービスは、「QommonsAI」、「LoGoAIアシスタント」、「自治体AI 
zevo」、「exaBase生成AI for 自治体」など、自治体向けのサービスが上位４位を占めた。

９
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※「導入済」「実証中」「導入予定」と回答した団体を対象に調査し、回答があった各自治体からの複数回答をとりまとめたもの。
※調査時点等の理由から、事業者が公開している情報とは必ずしも一致しない。
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[設問 14・15] 導入している
（実証実験・導入検討中（導入
予定あり）も含む）生成 AI の
サービス 【公表項目】

【回答対象】
導入済、実証実験中、導

入検討中の団体

【「導入」の定義】
サービスを全庁的な方針として利用してい
ること
以下のいずれかに該当する場合のみ調査対
象とした。
(1) 当該サービスの利用にあたり事業者と
保守サポート契約等を締結し費用負担が発
生している場合
(2)職員個人や特定の係など小規模な利用で
はなく、全庁的な方針として当該サービス
を利用している場合
なお、実態として生成AI機能を継続して使
用していることを導入の判断基準としてお
り、機能が搭載されていても使っていなけ
れば導入とはみなさず調査対象外とした。

【Copilotの導入形態】
153件中、89件が「約款型外部サービスに
よる利用」、45件が「個別契約等、約款型
外部サービスでない形態による利用」と回
答しています。
また、35件でグループウェアに付帯した導
入であると回答しています。

【Geminiの導入形態】
74件中、36件が「約款型外部サービスによ
る利用」、17件が「個別契約等、約款型外
部サービスでない形態による利用」と回答
しています。
また、16件ではグループウェアに付帯した
導入であると回答しています。

※Copilot、Geminiのグループウェアに付帯
した導入件数は参考程度にお考え下さい。
理由：ともにコストの内訳から集計してい
ますが、未回答・不明の回答も多いため



生成AI利用における イドライン策 状況

⚫ 生成AI利用におけるガイドライン策定状況は、「策定済」が853団体と最も多く、「策定済」
団体数が「未策定」団体数を上回った。

10

※全団体を対象に調査し、回答を取りまとめたもの。
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[設問６・７] 生成 AI 利用にお
けるガイドラインで認めている
生成 AI に入力可能な情報資産
の機密性分類（複数選択
可） 
※生成ＡＩ利用におけるガイド
ライン策定状況において「策定
済」と回答した団体のみ回答し
てください。

【回答対象】全団体



生成AI利用における イドライン策 状況 11

⚫ 生成AI利用におけるガイドライン策定状況を導入状況別に見ると、生成AIを「導入済」の
団体においては81％の団体が策定済、「実証中」の団体においては38％の団体が策定済
であった。

全体に占める％，
団体数

※割合は四捨五入しており、合計が100％にならないものがある。
※全団体からの回答のうち、「導入済」「実証中」「導入予定」の回答をとりまとめたもの。 総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和７年10月31日現在）

        

        

       

      

       

       

        

        

       

                  

導入 

実証 

導入  

策  策  未策 

[設問４] 生成 AI 利用における
ガイドライン策定状況 【公表項
目】

【回答対象】全団体



生成AIに入力可能 情報資産の   分類 12

⚫ 生成AIに入力可能な情報資産の機密性分類を見ると、「自治体機密性１に相当する情
報」が654件と最も多く、 「自治体機密性３Bに相当する情報」が49件と最も少なかった。

※自治体機密性3Bを生成AIの外部サービス（クラウドサービス）で利用する場合は原則、閉域網でガバメント
クラウドやISMAPのサービスを利用することとなる。
※自治体機密性3Cに相当する住民の情報は、β’モデルにおいて文書管理システムや財務会計システムの業務
で扱うものであったり、オンライン申請の一時的に保存する住民に関するデータのことであり、その限りにおいては、
インターネット接続で生成AIのクラウドサービスを利用することが可能。
※ガイドラインを「策定済」と回答した自治体からの複数回答をとりまとめたもので、「策定済」団体数と一致しない。 総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和７年10月31日現在）

49
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自治体   ３Cに相 する情報

自治体   ２に相 する情報

自治体   １に相 する情報

 の 

団体数（団体）

「その他」をさらに分類
したところ、機密性を基
に条件を加えたもの、機
密情報の入力を禁止して
いるもの、生成AIごとに
個別で判断しているもの
等の回答があります。

[設問６・７] 生成 AI 利用にお
けるガイドラインで認めている
生成 AI に入力可能な情報資産
の機密性分類（複数選択
可） 
※生成ＡＩ利用におけるガイド
ライン策定状況において「策定
済」と回答した団体のみ回答し
てください。
・ 生成ＡＩ利用におけるガイド
ラインで認められている生成Ａ
Ｉに入力可能な情報資産の機密
性分類に
ついて、該当する項目を選択し
てください。
・ 「その他」を選択した場合に
おいては、設問７にその内容に
ついて簡潔に記入してください。
・ 各団体の機密性分類と異なる
場合は、表の基準や例と合致す
るようなものを回答してくださ
い。
・ 機密性分類については、「地
方公共団体における情報セキュ
リティポリシーに関するガイド
ライン」
（令和７年３月版）の図表 23 
をご参照ください。

【回答対象】全団体



自治体にお て導入して る生成AIの契約方法

⚫ 導入している生成AIの契約方法は「約款型外部サービスによる利用」が最も多い741件で、
「個別契約等、約款型外部サービスでない形態による利用」が616件であった。

13

総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和５年12月31日現在）
総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和６年12月31日現在）
総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和７年10月31日現在）※「導入済」「実証中」「導入予定」と回答した団体を対象に調査し、回答があった各自治体からの複数回答をとりまとめたもの。

[設問 27] 導入している（実証
実験・導入検討中（導入予定あ
り）も含む）生成ＡＩの契約方
法 【公表項目】

【回答対象】
導入済、実証実験中、導

入検討中の団体



自治体にお て導入して る生成AIのカスタマイズ状況

⚫ 導入している生成AIのカスタマイズ状況は、カスタマイズしている件数が390件、カスタマイズ
していない件数が1,353件であった。

14

総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和５年12月31日現在）
総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和６年12月31日現在）
総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和７年10月31日現在）※「導入済」「実証中」「導入予定」と回答した団体を対象に調査し、回答があった各自治体からの複数回答をとりまとめたもの。
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[設問 18] 生成 AI のカスタマイ
ズ状況 【公表項目】

【回答対象】
導入済、実証実験中、導

入検討中の団体



自治体にお て導入して る生成AIのカスタマイズ方法

⚫ 導入している生成AIのカスタマイズ方法は、「生成AIのモデルはそのままで、外部ソースとして
業務知識を参照させている（＝RAG）」が329件と最も多かった。

15

※「導入済」「実証中」「導入予定」と回答した団体を対象に調査し、 「カスタマイズしている」と回答した自治体からの複数回答をとりまとめたもの。
総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和７年10月31日現在）
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ファインチューニン により、特   分 に対応し 

生成AI環境を構築し使 て る

 の 

件数（件）

【回答対象】
導入済、実証実験中、導

入検討中の団体

[設問 19・20] 生成 AI のカスタ
マイズ方法 【公表項目】
※ 生成ＡＩのカスタマイズ状況
において「カスタマイズしてい
る」に回答している場合のみ回
答して
ください。



生成AIのカスタマイズ対象 し 業務知識

⚫ 生成AIのカスタマイズ対象とした業務知識は、回答の多い順に 「マニュアル」、 「議会会議
録」、 「法令」、「FAQ集」、「計画」となった。

16

※「導入済」「実証中」「導入予定」と回答した団体を対象に調査し、 「カスタマイズしている」と回答した自治体からの複数回答をとりまとめたもの。

総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和５年12月31日現在）
総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和６年12月31日現在）
総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和７年10月31日現在）
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[設問 21・22] 生成 AI のカスタ
マイズ対象とした業務知識（複
数回答可） 【公表項目】
※ 生成ＡＩのカスタマイズ状況
において「カスタマイズしてい
る」に回答している場合のみ回
答してください。

【回答対象】
導入済、実証実験中、導

入検討中の団体



生成AIの活用に向け 人材確保の取組

⚫ 生成AIの活用に向けた人材確保の取組は、令和６年度までは「生成AI活用に向けた人
材確保の取組をしていない」が最も多かったが、令和７年度は「職員の育成（研修会の開
催など）」が最も多くなった。

17

※全団体を対象に調査し、各自治体からの複数回答をとりまとめたもの。

総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和５年12月31日現在）
総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和６年12月31日現在）
総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和７年10月31日現在）
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[設問８・９] 生成 AI 活用に向
けた人材確保の取組（複数回答
可） 【公表項目】

【回答対象】全団体



生成AIの活用パターン

⚫ 生成AIの活用パターンは、「生成AI提供元企業が開発・公開している生成AIツールを活用
している」が1,359件と最も多かった。

18

※本設問は令和６年度から調査を実施した。
※「導入済」「実証中」「導入予定」と回答した団体を対象に調査し、回答があった各自治体からの複数回答をとりまとめたもの。
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生成    のアプ を活用して る

 用の生成  環境を構築・活用して る

令和６年 令和７年 件数（件）

総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和６年12月31日現在）
総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和７年10月31日現在）

[設問 17] 生成 AI の活用パター
ン 【公表項目】

【回答対象】
導入済、実証実験中、導

入検討中の団体



生成AIの導入コスト・ランニン コスト

⚫ 生成AIの導入コストは、「0円」が705件と最も多かった。
⚫ 生成AIの年間のランニングコストは、導入コスト同様に「0円」が468件と最も多かった。

19

導入コスト ランニン コスト

※「導入済」「実証中」「導入予定」と回答した団体を対象に調査し、回答があった各自治体からの複数回答をとりまとめたもの。 総務省情報流通行政局地域通信振興課「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験・導入状況等調査」（令和７年10月31日現在）
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 位： 円

・生成AIの導入・ランニング
コストのみを集計対象とする
ため、グループウェアに付随
する生成AIを導入していてグ
ループウェアの導入・ランニ
ングコストを回答しているも
のは集計対象外としています。

・導入コストには業務委託料
やサポート料金も含まれてお
り、１～500千円の範囲でも
これらを含む回答が見られま
す。
（広島県 福山市：16千円（業
務委託料 16千円）

【コストの具体例】
○導入コスト：
なし・不要の他、システム初
期設定・環境構築費用、
LGWAN設定費用、研修費用、
ライセンス費用・サービス利
用料、機器購入費、業務委託
料等の回答が見られます。

○ランニングコスト：
なし・不要の他、システム・
サービス利用料、ライセンス
料、通信料、サーバー費等の
回答が見られます。
月額/年額/アカウント数/利用
トークン/文字数等、様々な従
量課金形態があります。

[設問 23] 生成 AI 導入（実証実
験も含む）コスト
 
 導入検討中で導入コストが不明
の場合は「０」と記入し、設問 
24 で「不明」と記入してくださ
い。
→調査システムには未記載

0,不明と回答した団体（366）

【回答対象】
導入済、実証実験中、導

入検討中の団体

[設問 25] 年間のランニングコス
ト 
 
導入検討中で年間のランニング
コストが不明の場合は「０」と
記入し、設問 26 で「不明」と記
入してください。
→調査システムには未記載

0,不明と回答した団体（340）
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